
　社会資本総合整備計画 事後評価書             令和04年01月28日

計画の名称 廿日市市における災害に強いまちづくりの推進（防災・安全）

計画の期間   平成３０年度 ～   平成３２年度 (3年間) 重点配分対象の該当 〇

交付対象 廿日市市

計画の目標 本市では、近い将来発生が予想される南海トラフ巨大地震の防災対策推進地域に指定され、建物の倒壊やライフラインの分断、津波による海岸部の浸水といった被害が想定されており、災害時における避難場所の確保及び避難路の整備が早急な

課題となっている。特に本市の特徴として、海岸部に日本三景「安芸の宮島」や宮島競艇場があり、南海トラフ巨大地震の津波等により、国道２号、ＪＲ山陽本線、広島電鉄宮島線が被災した場合、地元住民だけでなく観光客等も含めて多数の避難

者が発生するため、それらを包括した避難場所の確保及び避難路の整備が必要な状況であるが、それらを包括した避難場所が確保できておらず、防災機能の向上が緊急の課題となっている。

こうした状況を踏まえ、本市では災害による被害から住民・観光客等の生命・財産を守るため、宮島フェリー乗り場や宮島競艇場が集積する大野東部地域において、１次避難場所となる防災公園及び避難路の整備が必要である。また、公園整備

にあわせて、避難者が最低限必要な食糧・飲料水・生活必需品等を確保する備蓄倉庫や緊急用の飲料水を確保する耐震性貯水槽の整備、災害時のトイレ不足の解消として避難者のためのマンホールトイレ等を公園敷地内に整備する。

なお、、同公園に遊具を設置することにより、近隣小学校区域において子どもたちに防災公園を利用してもらい、さらに、同公園で防災訓練等を実施することで、災害時避難場所として子どもの安全性の総合的な向上を推進する。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）                 963  Ａ                 888  Ｂ                  72  Ｃ                   3  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）      0.31 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

H30当初 H31末 H32末

   1 地域防災計画において、緊急避難場所（１次避難地）として位置づけられる大野東部公園を整備することで、大野東部地域の緊急避難場所を１人当たりH30当初1.10㎡／人からH32末3.47㎡／人へ増加させる。

１人当たり１次避難地面積の増加 1㎡／人 ㎡／人 3㎡／人

避難圏域内避難場所面積／避難区域内人口

   2 津波による海岸部からの避難者が安全に避難できる歩道延長を増加させる。

津波による海岸部からの避難者が安全に避難できる歩道延長を集計する。 1ｋm ｋm 2ｋm

既設歩道延長＋新設歩道延長

   3 近隣小学校の子どもたちに防災公園をより利用してもらうことで、緊急避難所の認知度を向上させる。

近隣小学校において、アンケート調査を実施し、緊急避難場所（１次避難地）の認知度を集計する。 0% % 100%

緊急避難場所を認知している人数／アンケート回答者

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む －

1 案件番号： 0000331375



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H30 H31 R02 R03 R04 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

市街地整備事業

A13-001

都市防災 一般 廿日市市 直接 廿日市市 － － 都市防災総合推進事業（

地区公共施設等整備）

園路、広場、備蓄倉庫等　Ａ

＝１．６ｈａ

廿日市市  ■  ■  ■         830 4.8 －

A13-002

都市防災 一般 廿日市市 直接 廿日市市 － － 都市防災総合推進事業（

地区公共施設等整備）

歩道整備　Ｌ＝２５０ｍ、Ｗ

＝２．５ｍ

廿日市市  ■  ■  ■          58 －

 小計         888

合計         888

1 案件番号：  0000331375



B 関連社会資本整備事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H30 H31 R02 R03 R04 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

市街地整備事業

B13-001

都市防災 一般 廿日市市 直接 廿日市市 － － 都市防災総合推進事業（

防災子ども安全まちづく

り計画）

便所、汚水排水設備、給水等 廿日市市  ■          48 －

便所、給水設備、遊具を整備することで子どもが公園を利用しやすい環境を創出することで、災害時避難場所として子どもの安全性の総合的な向上が期待できる。

B13-002

都市防災 一般 廿日市市 直接 廿日市市 － － 都市防災総合推進事業（

防災子ども安全まちづく

り計画）

遊具 廿日市市  ■          24 －

便所、給水設備、遊具を整備することで子どもが公園を利用しやすい環境を創出することで、災害時避難場所として子どもの安全性の総合的な向上が期待できる。

 小計          72

合計          72

1 案件番号：  0000331375



C 効果促進事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H30 H31 R02 R03 R04 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

市街地整備事業

C13-001

都市防災 一般 廿日市市 直接 廿日市市 － － 都市防災総合推進事業（

地区公共施設等整備）

防災訓練 廿日市市  ■  ■  ■           0 －

防災訓練等を同公園で実施することで、地域住民の防災意識向上が期待できる。

C13-002

都市防災 一般 廿日市市 直接 廿日市市 － － 都市防災総合推進事業（

地区公共施設等整備）

マンホールトイレ備品（便器

・テント）、時計台

廿日市市  ■           3 －

マンホールトイレ備品（便器・テント）を整備することで、災害時に特に女性が利用しやすい環境を整える。また、電源喪失時に避難者が時刻を確認できるように時計台（ソーラー）を整備する。

 小計           3

合計           3

1 案件番号：  0000331375



事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

令和３年１１月９日　事後評価書（案）について第１回廿日市市事業評価監視委員会
（学識経験者等から構成）に意見を求め、評価内容について妥当と判断を受ける。
令和４年１月２８日　第１回廿日市市事業評価監視委員会の意見を踏まえ市長に意見
具申し、事業評価を決定。

事後評価の実施体制

0000331375案件番号：

令和３年１１月９日～令和４年１月２８日

廿日市市ホームページにより公表

大野東部公園の整備「当該地域の１人当たりの１次避難地面積」を目標値どおりに達成することができた。「津波による海岸部
からの避難者が安全に避難できる歩道延長」についは目標値は達成できたが、一部用地交渉に時間を要したため未完成部がある
ため、引続き完成に向けて進めていきたい。近隣小学校に通う児童の緊急避難場所の認知度については目標値を達成することは
できなかったが、児童への現場見学会開催等を通じて一定の成果を得たと考えている。
　※現場見学会は公園整備中の見学会であり、新型コロナウイルスによる緊急事態宣言前に実施したものである。

整備した公園に設置してある防災施設を利用して防災訓練を市職員と近隣町内会で合同で行うことにより、近隣住民の防災意識
向上に寄与できると考えている。防災訓練の実施時期については、新型コロナウイルスの感染状況を考慮する必要があり町内会
と調整中である。

地震による津波等の有事の際に迅速に一時避難所として開設できるよう、近隣住民・学校等と連携して継続的に当該公園を用いた防災訓練を行うことが重要である。
また、当該公園が防災施設を備えた防災公園であり、一次避難所でもあることを継続的に周知していく活動も必要である。



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

最　終
目標値

3㎡／人

最　終
3㎡／人

実績値

 2

最　終
目標値

2ｋm
目標値＝1.35km（現況値）+0.25km（計画整備延長）＝1.6km≒2.0km（少数以下四捨五入）　実績値＝1.35km（現況値）+0.17km（実施整備延

長）=1.52km≒2.0km　となり、目標値2.0kmは達成しているが、用地交渉に時間を要したため一部未完成部がある。

最　終
2ｋm

実績値

 3

最　終
目標値

100%
新型コロナウイルスによる緊急事態宣言により近隣小学生への広報活動が制限されたため。

最　終
78%

実績値

1 案件番号：0000331375



 現況図等　

地区名
大野東部地区

（広島県廿日市市）
面積 1.6ha 区域

市街化区域
市街化調整区域

整備内容
防災公園整備
歩道整備

（凡例）

　　　　　　 H30～R2事業完了箇所

A-1　 大野東部公園

　・用地測量

　・登記業務

　・用地取得

　・土地造成工事

　・進入路・避難路整備工事

　・備蓄倉庫整備工事

　・東屋整備工事

　・園路広場整備工事

　・サービス施設整備工事（時計塔以外）

　・管理施設整備工事

　・植栽整備工事

　・電気設備整備工事

B-1　 大野東部公園

　・便所整備工事

　・汚水排水設備整備工事

　・給水設備整備工事

B-2　大野東部公園

　・遊戯施設整備工事C-2　 大野東部公園

　・マンホールトイレ備品

　･サービス施設整備工事（時計塔）
      

A-2　歩道整備

　・地形測量

　・実施設計

　・用地測量

　・歩道整備工事

　・登記業務

　・用地取得

　・物件移転


